
  荒川知水資料館(amoa)　２階エレベーターホール
［開館時間]平日・土日祝とも10：00～16：00　［休館日］月曜日（祝日除く）、月曜日が祝日の場合翌平日、お盆、年末年始
              入館無料 ※感染症予防対策として、当面の間「事前予約制」「開館時間短縮」としております。

２０２０年１０月２０日（火）

  　～２０２１年１月１１日（月）

開催期間

シオカラトンボ



|アクセス|
南北線「赤羽岩淵駅」または「志茂駅」徒歩約15分
JR「赤羽駅」徒歩約20分 
都営バス「岩淵町」または「志茂2丁目」徒歩約15分 
専用駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。

荒川知水資料館 入館無料
[開館時間]平日・土日祝とも10:00～1６:00
[休館日]月曜日(祝日除く)、月曜日が祝日の場合翌平日、お盆、年末年始 
〒115-0042東京都北区志茂5-41-1　℡. 03-3902-2271 
http://www.ktr.mlit .go.jp/arage/arage_index007.html

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間
「事前予約制」「開館時間短縮」となります。
事前予約の方法、ならびに来館時のお願い等は、荒川
知水資料館ホームページをご覧ください。
https://www.ktr.mlit.go.jp/arage/arage00935.html

事前予約制・来館時のお願いについて

トンボの基礎知識
トンボ博士になるための第一歩。トンボの一生

やオス・メスの特徴などを写真やイラストで解説
します。

　日本人にとって、なじみの深いトンボ。荒川の水辺や河川敷でもよく見かけますが、その

暮らしぶりは不思議に満ちあふれ、知られざる驚きの能力もたくさん持っています。また、

水の中で過ごす幼虫は、川・池・田んぼなどの水辺の自然と深いかかわりを持っています。

本企画展では、トンボの体のひみつや不思議な暮らしぶりなどについてご 紹介します。

トンボの体のひみつ
　頭の大部分をしめる大きな目、空を高速で飛ぶ
羽根など、トンボの体の特徴的なつくりを写真や
イラストで解説します。

トンボの生活のひみつ
トンボは種類によって暮らし方が違います。身

近なトンボのふしぎな生活について解説します。

体験！トンボのハネ！！
　もしも、トンボが人の大きさになったら？人の
大きさに合わせた巨大なトンボの羽根を背中につ
けて、トンボになりきってみよう！

観察！トンボのヤゴ！！
　「ヤゴ」と呼ばれるトンボの幼虫の実物を
展示します。日頃はなかなか見ることがで
きない、さまざまなヤゴの観察ができます。


